
一般社団法人 全国建設業労災互助会 

建設業における労働災害は、事業主の皆さまや、労働者の方々ならびに関係諸団体の

たゆまない努力にもかかわらず、事業の特殊性から、いまだに事故発生率が高く、と

くに死亡および重篤災害の発生は、残念ながら全産業中最多を占めている現状であり

ます。 

一般社団法人 全国建設業労災互助会は、昭和 54 年に労働大臣の許可を得て、労働災

害の補償等に関する調査研究事業および、政府労災保険の上積み補償制度など、建設

業で働く方々の労働福祉の向上と建設業の発展に寄与することを目的に社団法人 全国

建設業労災互助会として創設されました。その後、公益法人制度改革関連三法に基づ

き、平成 25 年 10 月 1 日をもって一般社団法人全国建設業労災互助会（以下「労災互

助会」といいます。）に移行しました。 

労災互助会に入会いただきますと、「労働福祉事業」「補償制度事業」をご利用いただ

けます。 

労災互助会への入会には、「会員入会申込書」によるお申込みと「年会費」が必要とな

ります。会員区分は「正会員」（年会費 24,000 円）と「賛助会員」（年会費 2,400 円）

です。補償制度へのご加入時にお申し込みいただくことも可能です。 

 

 

https://rousaigojyokai.or.jp/ 


